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〇福岡市感染症発⽣報告数（定点報告） ※福岡市HPを元に作成

⼀般社団法⼈福岡市医師会

福岡県 全国
R6年43週
10/21〜10/27

R6年44週
10/28〜11/3

R6年45週
11/4〜11/10

R6年46週
11/11〜11/17

R6年47週
11/18〜11/24

R6年47週
11/18〜11/24

R6年47週
11/18〜11/24

新型コロナウイルス感染症 0.78 0.73 0.63 0.76 0.67 0.76 1.81

インフルエンザ 0.55 1.69 2.51 2.78 4.43 5.79 2.36 30 10

ＲＳウイルス感染症 0.31 0.31 0.28 0.31 0.24 0.15 0.23

咽頭結膜熱 0.24 0.31 0.28 0.34 0.55 0.34 0.28 3 ー

Ａ群溶⾎性レンサ球菌咽頭炎 8.66 7.48 7.28 7.72 7.41 3.80 2.04 8 ー

感染性胃腸炎 2.76 2.66 1.93 3.45 3.21 4.51 3.08 20 ー

⽔痘 0.55 0.72 1.10 0.52 0.72 0.34 0.23 2 1

⼿⾜⼝病 8.76 8.52 6.52 5.62 3.66 4.78 3.37 5 ー

伝染性紅斑 0.07 0.10 0.07 0.14 0.17 0.15 0.51 2 ー

突発性発疹 0.38 0.34 0.24 0.31 0.41 0.34 0.24

ヘルパンギーナ 0.55 0.38 0.24 0.14 0.17 0.13 0.08 6 ー

流⾏性⽿下腺炎 0.00 0.10 0.03 0.00 0.07 0.03 0.03 6 3

急性出⾎性結膜炎 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 1 ー

流⾏性⾓結膜炎 0.14 0.57 0.57 0.71 0.29 0.27 0.53 8 ー

細菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02

無菌性髄膜炎 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.03

マイコプラズマ肺炎 4.00 10.00 6.50 7.00 7.00 3.60 2.57

クラミジア肺炎 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01

五類感染症（定点報告）疾病
福岡市（直近5週の定点当たり報告数） 警報

レベル
注意報
レベル



⼀般社団法⼈福岡市医師会

特 徴･･･4歳位までの幼児を中⼼に夏季に流⾏が⾒られ、
2歳以下が半数を占める。

感染経路･･･⾶まつ感染、接触感染、糞⼝感染

＜特 徴 等＞

潜伏期間･･･３〜５⽇
症 状･･･⼝の中や、⼿⾜などに⽔ぶくれのような発疹が出る

＜症 状 等＞

治 療･･･特別な治療⽅法はなく、基本的には軽い症状のため、
経過観察を含め、症状に応じた治療が必要

予 防･･･⼿洗い、タオルの共⽤は避ける

＜治療･予防＞

1．⼿⾜⼝病

※国⽴感染症研究所・福岡市HPを元に作成

気になる症状がある場合は、かかりつけ医にご相談ください



⼀般社団法⼈福岡市医師会

特 徴･･･⼩児や若い⼈を中⼼に秋冬に流⾏が⾒られ、14歳以下が約80%を
占める。福岡市は全国・福岡県と⽐較して発⽣数が多い

感染経路･･･⾶まつ感染、接触感染

＜特 徴 等＞

潜伏期間･･･２〜３週間
症 状･･･発熱、全⾝の倦怠感、頭痛、せきなど

＜症 状 等＞

治 療･･･マクロライド系などの抗菌薬による化学療法
マクロライド系抗菌薬が効かない「耐性菌」に感染した場合は
他の抗菌薬で治療

予 防･･･⼿洗い、タオルの共⽤は避ける、咳エチケット

＜治療･予防＞

※国⽴感染症研究所・厚⽣労働省HPを元に作成

2．マイコプラズマ肺炎

気になる症状がある場合は、かかりつけ医にご相談ください


